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広報はこね　2019.August

広報はこね　2019.Augustカルデラ火山では外側を囲む山々を「外
がい
輪
りん
山
ざん
」、カルデラ内にある山々を「中

ちゅう
央
おう
火
か
口
こう
丘
きゅう
」といいます

　箱根町は、平成26年11月に、スイスのサン・モリッツと友好都市として提携しました。
　今年はサン・モリッツとの友好都市提携 5周年となります。

　 6 月15日に提携 5周年等を記念した式典が町と箱根登山鉄道株式会社の共催で行われ
ました。

※�友好都市とは、行政主体の交流を行ってきた姉妹都市とは異なり、民間事業者・民間団体が
主体となり、形式にとらわれない、自由な相互交流を目指すものです。

スイス　サン・モリッツ
友好都市提携5周年特集

サン・モリッツ

　サン・モリッツは、イタリア国境に近いスイス東部に位
置し、アルプスの美しい山々と湖に囲まれた高級リゾート
地であると同時に、過去2回冬季オリンピックの開催地と
なったウィンタースポーツの聖地でもあります。また、湯
治の村としての起源を持つ、世界的に有名な温泉保養地で
す。レーティッシュ鉄道のグレッシャー・エクスプレスや
ベルニナ・エクスプレスなど、観光客に人気の絶景ルート
の発着点で、この鉄道路線と周辺の景観は、2008年に世界
文化遺産に登録されました。

サン・モリッツの概要

　両都市とも、山と湖に囲まれた国際観光
地であり、歴史ある温泉地であるという共
通点を有するだけでなく、姉妹鉄道として
19７9年から積極的に交流を続けている箱根
登山鉄道とレーティッシュ鉄道があり、民
間交流の基盤が出来上がっていたことか
ら、スイスと日本の国交樹立1５0周年の記
念年である2014年に、提携に至りました。

提携の動機
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公
益
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団
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田
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青
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催
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。
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９
月
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㈬
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時
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～
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宮
城
野
温
泉
会
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菊
入
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持
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拭
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８
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申
し
込
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だ
さ
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／
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７
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７
７
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５
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０
８
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４
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／
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２
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２
８
３
６
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／
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３
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６
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２
９
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／
☎
８
４
―
７
４
５
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／
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６
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２
８
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ま
り
ま
す

　
箱
根
町
火
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防
条
例
の
改
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に
よ
り
、
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和
２
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４
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１
日
か

ら
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な
消
防
法
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違
反
の
あ
る

建
物
（
旅
館
・
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テ
ル
な
ど
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を

町
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ー
ム
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ー
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で
公
表
し
ま
す
。
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、
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表
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と
な
る
建

物
や
違
反
内
容
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ど
の
詳
細
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つ

い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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⑥
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作
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募
集

　
11
月
８
日
㈮
か
ら
10
日
㈰
ま
で

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る

「
第
58
回
箱
根
町
民
文
化
祭
」
に
、

作
品
を
展
示
し
ま
せ
ん
か
。

応
募
資
格　
町
内
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
（
高
校
生
以
上
）

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
９
月
13
日
㈮
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は

町
内
各
施
設
の
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

作
品
搬
入　
11
月
６
日
㈬
17
時
ま

で
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
展
示

は
町
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
会
員

が
行
い
ま
す
。

※
期
日
ま
で
に
持
参
で
き
な
い
方

は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
作
品
の
規
格
（
種
目
別
の
例
）

〈
写
真
〉
白
黒
四
ツ
切
以
上
、
カ

ラ
ー
六
ツ
切
以
上
。
額
装
ま
た
は

台
紙
添
付
。
組
写
真
は
１
組
３
枚

以
内
。

〈
絵
画
〉
油
絵
・
水
彩
画
・
水
墨

画
・
ち
ぎ
り
絵
・
パ
ス
テ
ル
画
・

日
本
画
・
押
し
花
絵
・
絵
手
紙
な

ど
種
類
は
問
わ
ず
50
号
以
下
。
額

装
ま
た
は
台
紙
添
付
。
展
示
に
あ

た
り
、
釘
や
ピ
ン
を
額
に
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

〈
彫
刻
〉
立
体
・
平
面
作
品
を
問

わ
ず
底
面
70
㎝
四
方
以
内
。

〈
書
〉
毛
筆
は
、
書
体
自
由
で
大

き
さ
全
紙
ま
で
。
ペ
ン
は
、
書
体

自
由
で
台
紙
Ｂ
４
以
内
。

〈
篆
刻
〉
内
容
自
由
、
額
装
ま
た

は
台
紙
添
付
。

〈
木
版
画
〉
15
号
以
下
。
額
装
ま

た
は
台
紙
添
付
。
展
示
に
あ
た
り

釘
や
ピ
ン
を
額
に
つ
け
て
く
だ
さ

い
。

〈
盆
栽
〉
樹
種
は
問
い
ま
せ
ん
。

〈
い
け
ば
な
〉
基
準
作
…
奥
行
90

㎝
×
幅
１
０
０
㎝
×
高
さ
１
８
０

㎝
。

〈
手
工
芸
〉
七
宝
焼
、
鎌
倉
彫
、

染
色
、
織
物
、
組
み
紐
、
編
み
物
、

レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
、
パ
ン
フ
ラ

ワ
ー
、
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
、
陶
芸
、

竹
細
工
、
木
彫
り
、
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
な
ど
。

※
小
品
は
関
連
作
品
を
１
点
と
し

ま
す
。
そ
の
他
の
種
目
の
規
格
な

ど
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

〈
短
歌
・
俳
句
・
詩
・
エ
ッ
セ
イ
〉

短
歌
・
俳
句
は
短
冊
に
、
詩
・

エ
ッ
セ
イ
は
色
紙
に
書
い
て
く
だ

さ
い
。

出
品
数　
組
写
真
な
ど
特
定
種
目

を
除
き
、
同
一
種
目
一
人
２
点
以

内
。

箱
根
文
芸
に
つ
い
て　
「
箱
根
文

芸
」
を
刊
行
し
、
会
期
中
に
配
布

し
ま
す
。掲
載
を
希
望
す
る
方
は
、

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
１
枚
以

内
に
楷
書
で
書
き
、
９
月
13
日
㈮

ま
で
に
申
込
用
紙
と
一
緒
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
短
歌
・
俳
句
は

一
人
５
首
・
５
句
以
内
、
詩
・

エ
ッ
セ
イ
は
一
人
１
点
。
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平成26年　友好都市提携
式典

提携 5周年記念式典のため来日したサン・モリッツ観光局長アドリアン・エアバーさん（左）が町内を視察しました

大名行列に参加（平成26年11月）

友好都市提携 5周年記念
式典にて


